
静岡県議会議員すずきさとる新聞・地域に役立つ情報発信を心掛けます！ 

  

人間は、行動した後悔より、 

行動しなかった後悔の方が深く残る 

 

Lasting regrets result from the things we fail to do, not those we do 
 

 私達は直面する課題

に対して今出来ること

を全てやり切っている

のか？１２月９日に行っ

た初めての一般質問で私が

問題提起したかった点です。

質問した三つのテーマ①地

震予知②シカ被害対策とし

てのオオカミ再導入③静岡

空港、はどれも明快な解答がある課題ではありません。とりわけ、地震対策、シカ被害対

策は自然が相手の問題であり、今考えうる対策を総動員するしかありません。そこで地震

対策として、予知できるかどうかはわからない東海地震予知の体制を強化するために、実

は殆ど行われていない短期予知研究観測を静岡県独自にでも支援するべき、また、全国を

見ても成功例がないシカ被害対策について、罠の研究と同様に、シカ被害対策の一つとし

て、日本オオカミ協会が提唱する「オオカミ再導入」の可能性について他県と連携して研

究調査すべき、と提案しました。 

 

短期予知を目的とする地殻ひずみ以外の前兆現象の研究観測については国家プロジェク

トとして基礎から実用化を目指して研究すべきで、県としては、地震防災センターの強化

等の中で出来る支援をする、オオカミ再導入については解決すべき課題が多く、可能性に

ついては関係者の意見を聞きながら研究するという主旨の答弁が県側からありました。ど

ちらも県としてそれなりのことはするというものですが、そうした消極的な取組みや姿勢

で、例えば、実際に東海地震が起こった場合、あるいは、シカ被害が更に深刻化した場合、

「出来る限りのことはした」と果たして言い切れるのか、私には疑問に思えてなりません。 
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すずしん 

すずきさとるブログ http://blog.goo.ne.jp/3montai 随時更新中！ 

２０１１ 

１２２６ 

12 月 9 日 本会議場にて 



 「人間は、行動した後悔より、行動しなかった後悔の方が深く残る」とは、アメリカの

ギロビッチ博士による行動経済学の法則です。以前、ＣＭで紹介されました。実は一般質

問でも同様のことを述べたのですが、例えば、恋愛における後悔、告白したが振られてし

まった時の後悔、あるいは告白できなくて後悔したという苦い思い出は、時が経てば笑い

話やいい思い出になります。しかし東海地震のような災害の場合はそうはいきません。一

生残る後悔となってしまいます。また、破壊された街はいずれ再建できるのでしょうが、

シカ被害の深刻化によりある種の動物や植物が絶滅してしまったら、後悔が残るだけでな

く、もとの自然を取り戻すことが不可能となってしまいます。 

 

私に出来ることは知れていますが、行動しなくて後悔することがないよう、今回質問し

た３つの課題については、引き続き調査・研究しながら県に働き掛けていきたく思います。 

 

 ２０１１年は実に様々な方々のご縁に恵まれました。心から感謝致します。２０１２年

におきましても引き続きお付き合い下さいますよう、切にお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

お読み下さりありがとうございます。『すずしん』に関するお問い合わせは… 

 

静岡県議会議員すずきさとる事務所 〒422-8075 静岡市駿河区大坪町３－２７ 

電話 054-281-3715 FAX 054-281-3716 E-mail: mail@suzukisatoru.net 

開所時間：月・水・金（休祝日除く）９時～１７時 ※石田街道沿いにあります！ 

 

地元に根ざした事務所を目指しています。地域や近所の集まり等で 

事務所を使いたいという方、遠慮なくご相談下さい！ すずきさとる 

少しは役に立つ!すずきの智恵（さとるのめぐみ!?）袋 

 

「地震防災センターに行きましょう！！」 

 

東日本大震災発生以来、入場者数が大幅に増えているのが静岡市

葵区駒形にある静岡県地震防災センターです。センターには、１

８５４年に発生した安政東海地震の際に静岡県内に押し寄せた

津波の高さを示したのぼり（右写真）や、現在の第３次地震被害

想定による推定津波浸水域を示した静岡県全図、最新の様々な防

災グッズ等が展示してあります。また、たまたま清水のマリンパ

ークで中継していたレポーターが地震と津波に遭遇するという

想定の映像（結構迫力あり！）や地震体験コーナー（起震車とは

違った揺れが体験できます）等もあり、地震やその対策について

より具体的に考えるのに役立つセンターです。是非ともお子様と

一緒に訪ねて頂きたいと思います。詳細は防災センターホームペ

ージ（http://www.e-quakes.pref.shizuoka.jp/center/index.html）

をご覧下さい。ホームページには町内ごとの被害想定等の詳しい

データも掲載されています。 


